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◆映画鑑賞会
日時・場所・参加者：令和7年8月16日（土） 金沢市森山公民館 20名
　　　　　　　　　　　　　令和7年8月24日（日） 金沢市城南公民館 25名
プログラム：第1部「パッテンライ!!」
　　　　　　　 第2部「民衆のために生きた土木技術者たち」

◆八田技師生誕祭・記念講演会
日 時：令和8年2月21日（土）
場 所：金沢ふるさと偉人館
内 容：
　・献花式
　・講演会「八田技師夫妻を慕い台湾と友好の会 顕彰活動よもやま話」
　　講師：増山 仁（金沢ふるさと偉人館 元副館長･学芸員）
参加者：50名

主 催：八田技師夫妻を慕い台湾と友好の会
協 賛：（一社）北陸地域づくり協会
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担当所属継　続 協　賛

　「八田技師夫妻を慕い台湾と友好の会」は1985年に活動を開始以来、当時あま
り知られることのなかった郷土出身の土木技術者の偉業を掘り起こし、地道な活
動を続ける中でその功績に光を当てた。その取り組みは、「金沢ふるさと偉人館」
での常設展示や八田を題材としたアニメーション映画の制作など各所に結実し、
現在は地元のみならず全国に広く知られる存在となった。
　本事業は、嘉南大圳の工事写真等を紹介するなど土木技術者八田與一の功
績を称える活動を通して、土木技術や建設業の役割を広く地域社会に伝え、社
会資本整備の意義、必要性について次世代へ伝承する意義深い取り組みとなっ
ている。

　大正から昭和にかけ、当時不毛の地であった台湾を、烏山頭ダムやかんが
い用水路の建設により一大穀倉地帯に変えた金沢市出身の土木技師「八田
與一（はったよいち）」（1886-1942）。
　その偉大な功績と生涯を広く知らしめるとともに、日本と台湾の友好推進を
目的とする「八田技師夫妻を慕い台湾と友好の会」の活動への支援を通じ、地
域への関心を喚起し社会資本整備の重要性を訴求する。

一般社団法人 北陸地域づくり協会

講演会

献花式

映画鑑賞会チラシ


